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Tb　investigate　the 　effect 　of 　thiol　reducing 　agent ，　N −acetylcystcinc
（NAC ），　on 　 the 　production　and 　glycc＞s｝・lation　 of 　EPO ，
recombinant 　GHO 　cells 　which 　produce 　EPO 　were 　cultured 　in

the 　 medium 　 supplemented 　 wiLh 　 20mM 　 of　NAG ．　The 　 NAC
treatment 　 enhanced 　 the 　 produ ⊂ tion 　 rate 　 of 　 EPO 　 t、vo 　 fold，
compared 　 with 　 that 　 of 　 thc 　 cul ［ure 　 without 　 NAC

supPlementation ．　For　the 　analysis 　ofoligosaccharidc 　sしruc しure 　oF

EPO ，しhc　cuhure 　supernatant 　was 　wi 【hdrawn　fbr　purificadon　of

EPO ．　The 　isolated　oligosaccharides 　frorn　the　puritied　EPO 　wcre

labeled　 with 　fluercsccnt　dyc，　2−aminebenzamide ．　Labeled

oljgosaccharide 　　 was 　　 allalyzed 　　　with 　　　anion −exchang ’
e

chromatography （MonoQ ）．As　thc 　rcsult，　the 　rclative 　amoun 吐 of

sialylated 　oligosa ⊂charide 　in　NAC −treated 　EPO 　was 　lower　thall　in

EPO 　obtained 　from 　thc 　salnplc 　widlou し NAC 　treatmen π．　This
implies　that　the 　activity　of 　the　sialyltransferase 　in　the　cell　may 　not

be　sufficien し cnough 　to　flilly　backup　the　increas．　ed 　secretion 　ratc

of　EPO 　in　NAC 一
しreated 　 ceUs ，　 thereb ）

・produce　lcss　 siaiyla1．ed
EPO ．　Therefbre 　the 　human ＆＃ 615S7 ；2，3−siul ＞

・1しrallsferasc （S
．
r）

was 　expressed 　in　CHO 　cells　and 亡hc　g
’lycos）’lation　paしtern 　was

analyzed ．　As　the　result ，　more 　sialylated 　glycans　were 　produced．
In　spcciflc ，　the　a　nount 　of 　tri−sialyl 缸 ed 　gl｝・cans 　was 　significan しL

｝
・

increased，
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【目的】前報
D まで に B・］，3・glucan高含有 糸状菌の検索を 目的 に分雕 し、

ア ガ リク ス 子実体以上 の 含有量 か っ 抗腫 瘍活 性 に も優れ た α σ4卿 o，癩 視

sp ．　S−9 を選抜 し たtt本報で は 木 株 山来多糖の 抗腫瘍活 性保 有画 分の 抽出を

試み た。さ らに 分画 を行い 調製 した 画 分の 抗腫瘍活性 に つ い て 検討 し た．
【方 法お よび 結果】GYP （1〔〕：1 ：D 培地 に て pll7．O、30℃、4日間振 とう培

養し た菌体を破砕後、熱水、1％ シ ュ ウ酸 ア ンモ ニ ウム 溶液、5％Na‘）H 溶

液 に てII頂次抽出 して 粗多糖 1、　 Il、　 III−1、　 III・2 に大別 した。抗腫瘍活性は
．
マ ウス に Sarcoma 　l8e 腹水型腫瘍細胞 を移植後、試料 〔10mg ，ドkg　mice ）を

1 日 1回連続 10 日間腹 腔内投与 し、移植 14、20 日後の 腫瘍サ イズ よ ワ求め

た。本株 由来 多糖 の 抗腫瘍活性は III−2画分が最 も高 く、腫瘍抑制率が80〜
9tt9．とア ガ リク ス 由来多糖 の 同画 分 （60

〜75％）と比 較 して も高い 抑制率

で あ っ た．さらに、構造解析 よ りすべ て の 画分が ヘテ ロ グリ カ ン お よび そ

の タ ン パ ク 質複 合体 で ある こ とが 明らか とな り、III−2画分は タ ン パ ク質
．
含

有量 が 10％程度 と低 く、構成糖の 90 ％以上 が Gtc の ヘテ 卩 グル カ ン で あ り、
本画 分に ES−1，S・glUcanが 抽 出され て い ると考 え られた 。さ ら に免疫学的効

果に つ い て も報告す る。
D 高橋 ら ：20e3年度 生物 工 学会大会講演 要旨集、　 plO7

Fractionation　and 　characterization 　of 　antitumoral 　polysεLccharide

from　CladosPori・um 　sp ・S・9
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【R 的】 Ll「
．
来か ら風邪、喘息 の 漢方薬 と して 馴 染み 深い 紫蘇 に つ い て 、ア レ

ル ギ
ー

特 に 、ア トピー性皮膚 炎〔AD ）の 予防効果お よ び そ の メカ ニ ズ ム っ い

て 検討 し た。
【方法】微粉砕精製 した紫蘇 を、0．2％、1％、59cの 含吊 で 餌 に混 ぜ 、ア レ ル

ギ
ー一

モ デル マ ウス で あるNCiNga マ ウス に 18週 間自 由摂 取 させ 、2週 間 ご と

に掻痒数 の カ ウン ト、ス コ ア リン グ 、EI．ISA 法 に よ る IgE 測 定 に よ りAD の

予防効果 を検討 した ．ま た 、マ ウス 脾臓細 胞 の PACS 解析 に よ りTcellの 分

化率 に つ い て も検討 した ．
【結果】紫蘇 1％、5％含量 に つ い て掻 痒数 の カ ウ ン ト、ス コ ア リン グの イ1

．
意

な低 下が 、5％含量 につ い て IgE の 有 意な低 下 が 薩 認 で き た 。ま た 、FACS 解

析 に よ り、II．−4産生 細胞 の イ1
．
意な 低下 が確 認 で き 、　TH2 型 細 胞 を 抑 制 す る

こ とに よ り、ア レ ル ギーを抑 え てい る とい う可 能 性 が 示 唆 され た e

E旧fect　 of 　N ・acetylcysteine 　 on 　production　 and 　g亘ycosylatioll　 of

recombinant 　erythropoietin
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